
	年　度
	校　種
	講座番号

	平成２３年度
	小・中・高・特
	７２５１


文化財保護センター活用講座
～見て，体験して，活用できる埋蔵文化財～

１　ねらい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　文化財保護センターの発掘調査現場や出土品の整理作業現場で，発掘や整理作業を見学・体験し，これまで発掘した出土品を見たり触れたりすることで，埋蔵文化財に対する理解を深めるとともに，学校教育への活用方法を考える。
２　対象及び定員　
　　小・中・高等学校および特別支援学校の教員（講師を含む）（定員Ｇ１・Ｇ２とも５人）
３　期　日　　　　Ｇ１：　８月　２日（火）飛騨会場　　　
　　　　　　　　　Ｇ２：　８月２３日（火）美濃会場
　　　　　　　　              
４　会　場　　　　岐阜県文化財保護センター　飛騨駐在事務所

〒509-4122　高山市国府町名張字峠１４２５－１　
　　　　　　　　　　　（Ｇ１　８／２の飛騨会場）
荒尾南遺跡発掘現場

大垣市荒尾町
　（Ｇ２　８／２３の午前の美濃会場）
　　　　　　　　　岐阜県文化財保護センター　　
　　　　　　　　　〒502-0003　岐阜市三田洞東１－２６－１

（Ｇ２　８／２３の午後の美濃会場）
５　当日持参する物  　昼食（外食可）、お茶、筆記用具（共通）

山登りのできる服装（Ｇ１）
帽子、タオル、軍手、発掘作業のできる服装（Ｇ２）、
６　事前提出資料　　　なし
７　日程と内容
	期　日
	時　刻
	研　修　内　容
	講　師

	Ｇ１

8/2
(火)

	９：３０
　
	【オリエンテーション】
講座の目的，日程説明
	講座担当者

	
	９：４０
	【遺跡見学】

広瀬城跡の見学
	講座担当者

	
	１０：４０
　
１１：１０
	【講話・作業見学】

埋蔵文化財についての説明
・埋蔵文化財とは，

・発掘調査・整理作業の流れ
・整理作業の見学
	講座担当者
文化財保護センター職員



	
	１１：１０

１２：００
	【発掘事例紹介】

飛騨地方の発掘調査事例と成果

・野内遺跡

・ウバガ平遺跡

・三枝城跡　など


	講座担当者

文化財保護センター職員

	
	１２：００
	昼食
	

	
	１３：００
１３：３０
１４：４０
１５：５０
	【体験活動・授業例紹介】

授業に役立つ埋蔵文化財の活用
・飛騨の出土遺物について

・拓本体験

・出土品を活用した授業例の紹介
（模擬授業の実演）
・受講者の勤務校周辺の遺跡紹介
・埋蔵文化財の活用方法等についての交流


	講座担当者

文化財保護センター職員　 

	
	１５：５０
１６：００
	【研修のまとめ・アンケート】

· 成果の交流，アンケートの実施

終了
	講座担当者

　 



	Ｇ２
8/23
(火)

	９：３０
	【オリエンテーション】
（大垣市　荒尾南遺跡現場にて）
講座の目的，趣旨，日程説明等
	講座担当者



	
	９：５０
１１：５０
	【体験活動】

埋蔵文化財を理解するための体験１（発掘）

・ 遺跡の説明

· 発掘体験

· 一次整理（遺物洗浄・注記）体験
	文化財保護センター職員

（第一担当）

　

	
	１２：００
	移動（含む昼食）
	

	
	１３：３０
１４：３０
	（文化財保護センターにて）
【見学・体験活動】

埋蔵文化財を理解するための体験２（整理）

· 整理作業の進め方について

· 整理作業の見学

· 遺物整理の体験（拓本体験）
	文化財保護センター職員

（第二担当）



	
	１４：３０
	　休憩
	

	
	１４：４５

１５：４５
	【事例紹介】

授業等への活用方法の提示

・授業例　・活用できる遺物等の紹介
	文化財保護センター職員
（第一担当）　

	
	１５：４５
１６：００
	【研修のまとめ】

センターの活用方法、センター行事の紹介
· アンケート実施
終了
	講座担当者
　 


□備　考
・Ｇ１は，飛騨地域にて行います。

岐阜県文化財保護センター飛騨駐在事務所にて行います。

・Ｇ２は，美濃地域にて行います。

　午前中の発掘体験は，美濃地域の発掘調査現場（荒尾南遺跡）にて行います。

　午後の講座は，岐阜県文化財保護センター（岐阜市三田洞東）にて行います。

・欠席，遅刻，早退などの手続きは「受講についての案内」のページを参照の上，所定の様式にて届け出てください。

・この講座についてのお問い合わせや急な遅刻・欠席等の連絡は，下記へお願いします。
・０５８－２７１－３４５６（教育研修課　専門研修担当）



　　　　　　　　　　　　　　　　　　


発掘現場で実際に発掘を体験したり，出土した遺物に直接触れたりすることができて，埋蔵文化財を興味深く学ぶことができた。少人数で，埋蔵文化財の生かし方の例を直接学ぶことができた。











平成22年度受講者の声











